






2013年5月23日、Ｊ-ＰＡＲＣ ハドロン実験施設におい
て、機器の誤作動によりごく短い時間に集中して陽子
ビームが取り出され、ビームで照射される金標的の一部
が損傷して放射性物質が周辺環境に漏えいする事故が
発生しました。

Ｊ-ＰＡＲＣセンターでは、事故を受けて、再発防止と安全
管理体制の強化に取り組みました。これらの対策の状況
について関係各機関、関連自治体、周辺にお住まいの地
元の皆様にご説明し、施設の運営と利用運転の再開につ
いてご理解をいただきながら、順次、加速器施設、物質・
生命科学実験施設（MLF）、およびニュートリノ実験施
設の運転を再開してまいりました。ハドロン実験施設に

ハドロン実験施設における事故を踏まえ 

J-PARCとは？

ついては、事故再発防止策に対応した施設・設備の改修
工事を2015年1月はじめまでに終え、関連自治体によ
る立入調査、第三者委員会、茨城県知事と東海村長への
再発防止に係る措置報告書の提出、地域住民の皆様への
説明会、放射線障害防止法に基づく施設検査を経て、
2015年4月24日より利用運転を再開しました。これに
より、事故より約2年を経てＪ-ＰＡＲＣの全施設が稼働す
ることになりました。

Ｊ-ＰＡＲＣでは事故から学んだ多くの教訓を踏まえ、安
全を最優先する研究施設として、様々な観点からの取り
組みを進めています。その取り組みの一部をご紹介しま
す。

Ｊ-ＰＡＲＣ(Japan Proton Accelerator Research Complex)
は、高エネルギー加速器研究機構（KEK）と日本原子力研
究開発機構（JAEA）が共同で運営している施設で、素
粒子物理、原子核物理、物質科学、生命科学、原子力など
の幅広い分野の最先端研究を行うための、陽子加速器群
（リニアック、RCS、MR）と実験施設群（物質・生命科学

実験施設、ハドロン実験施設、ニュートリノ実験施設）の
呼称です。
Ｊ-ＰＡＲＣの最大の特徴は、世界最高クラスの大強度の
陽子ビームで生成する中性子、ミュオン、π中間子、K中
間子、ニュートリノなどの多彩な2次粒子の利用にあり
ます。



安全を浸透させる行動マニュアル類の整備

J-PARC（東海）における
安全への取組み（2）

安全を最優先とする組織体制、仕組みの構築

● 異常時や緊急時の責任体制、指揮系統が不明確であった。
● 起こり得る事態のリスクと対策の検討が不十分であった。
● 具体的な判断、行動の基準が不明確であった。

 

 

 

ハドロン実験施設の事故を踏まえた反省点

● 安全管理を重視する組織体制の強化
　　･ 組織体系、人員の強化
　　･ 緊急時における責任者、指揮系統の明確化　

● 安全評価体制の強化　

● リスクの高い作業を見落とさない仕組みの構築
　　高リスクのおそれのある作業を網羅的に拾い上げ、
　　複数の視点で検討する

● 安全関連規程、手引き等の改訂、再整備
● J-PARCセンター作業標準の制定
● 注意体制の導入

安全確認検討会

月間工程会議
定例会議 等

各組織（ディビジョン、セクション）
実質的には従来より実施。体系づけて、抜けがないようにした。

3H（初めて・変更・久しぶり）

２. リスクを想定する

３. リスクを低減する

４. 他の作業と調整、連絡をする

５. リスクに対する感受性を高める

６. 作業を監督する

７. 作業を監視する

１. 作業を計画する

８. 工程を変更する時は立ち止まる
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Ｊ-ＰＡＲＣセンター作業標準（抜粋）
安全に作業を進めるための必須手順を定めた作業フロー図

注意体制
事故の兆候段階で、関係者を招集し、
情報収集と分析、施設管理責任者に
よる判断を行う。
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